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育 と小学校教育に関する課題 として着 目されていたと
い う。小谷宜路は、幼小連携に関す る施策の内容を分
析 し、その変遷をまとめている。そ こか ら、幼小連携





成15)年12月 に幼小連携実践校、お よび園(小 学校




































的には、1872(明 治5)年 の 「学制」において 「六歳










天賦 ノ知覚ヲ開達シ固有 ノ心思ヲ啓発 シ身体 ノ健全 ヲ
滋補シ交際ノ情誼ヲ暁知シ善良ノ言行 ヲ慣熟セ シム
ル」ことにあるとされている。このほか、定員や保育










目」は、「遊嬉」「唱歌」 「談話」 「手技」の四つであ り、
それぞれの趣旨が説明 されている。「手技」をみると、
「幼稚園恩物ヲ用 ヒ手及眼 ヲ練習シ心意発育 ノ資 ト
ス」 と示 されてお り、ここに恩物が位置づけられてい
た5。このよ うに、恩物による保育だけではなく、遊戯
や唱歌 といった方法が模索され始めた といえよう。
1926(大 正15)年 には、「幼稚園令」が制定 される




保育内容はそれまでの4項 目に 「観察」が加 えられ、
「遊戯、唱歌、観察、談話、手技等」の5項 目となっ
た。幼稚園令 の制定以降、幼稚園の普及は加速度を増
し、1937(昭 和12)年 には、幼稚園数2000か 所、園







興味でなく)が おこって くる」ことを前提 とし、「幼児
の断片的な生活を、ある中心に結び付けさせ ること」
によって、 「幼児の興味を深 くし、幼児の生活を、いっ
そ う生活として発展 させる」ことであるとい うa。すな
わち、子 どもの 自発的な活動を重視 し、幼稚園では、




目は変更 されていない。 しか しながら、国民総動員体
制の下で行われたのは、戦時色の濃い内容を含む保育
であ り、保育方法 も 「幼児の 自発性 よりも保母中心の
保育」になっていったio。
このように、戦前の幼稚園においては家庭教育を補






























容は、 「楽 しい幼児の経験」 とされ、12項 目に分類 さ
れていた。それは、「1見学2リ ズム3休 息4自 由
遊び5音 楽6お 話7絵 画8製 作9自 然観察








リキュームの 状を 析 し、コア ・カリキュラムの類? ? ?
型にあた るカ リキュラムが大部分であると主張 してい
る。その例として、梅根は表1に 示したような香川師
範附属幼稚園のカリキュラムをあげてい る。




どが問題点 として指摘 され13、それを受 けて 「幼稚園
教育要領」が1956(昭 和31)年 に刊行 された。幼稚園
教育の目標、幼稚園教育の内容、指導計画の作成とそ
の運営という三章から構成 されている。そ して、保育
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幼 稚 園 教 育 』 金 子 書 房 、1950年 、144・145頁 〕
ム、絵画製作」の6領 域が示 されていた。この6領 域
は、幼児の 「望ま しい経験」を目標にしたがって分類
した ものであるとされ、小学校以上における教科とは




校 と一貫性をもたせ ることがめざされていたとい う。
したがって、6領 域 ごとの活動がお こなわれるとい う、
教科主義的な傾向が広まっていく結果になった14。
1964(昭 和39)年 の改訂 と同時に、幼稚園教育要領








1989(平 成元)年 の改訂では、保育内容の見直 しがな








































して、その目的 と内容 を分析 している18。また、戦前
の幼稚園における 「自然」指導の歴史については、三
井澄雄の研究に詳 しい19。ここで三井がい う 「自然」
とは、1964年 版の幼稚園教育要領に示 された6領 域の









後、1881(明 治14)年 に保育科 目が改正 され、「博物











シ徳性 ヲ洒養 シ観察注意ノカヲ養 ヒ兼テ発音ヲ正シク
シ言語 ヲ練習セシム」22と示 されていた。このよ うに、
談話の教材 として 「天然物」を用いることは示 されて
はいるものの、その目的は 「徳性ヲ酒養」すること、









正15)年 の 「幼稚園令」によって、正式に保育項 目の
一っとして取 り入れられた。このように、「観察」が取
り入れられたのは、事実上保育内容として存在 してい
































よく観察が出来たや うな気が した。」と感想 を述べてい
る27。この ように、あくまで も子 どもの活動を中心 と
して、観察が進められていることがわかるだろう。
また、 「早春のお庭 の観察」では、「『幼稚園の庭に今
















され、「観察」の項 目では、「国旗掲揚場」 「軍艦」 「慰
問袋」「勲章(傷 疲軍人賞)」 「飛行機」「パラシュー ト」






































































翌年 「保育要領」が定められた。その中で、12の 項 目











その後、1956(昭 和31)年 の 「幼稚園教育要領」で
は、保育内容を 「組織的に考え、かつ指導計画 を立案
す るため」に、幼児の生活経験を六つの 「領域」に分


















の心身の発達に即 した教育を担 うことが示 されている
と考えられるだろ う。領域 「自然」の項 目をみてみる
と、以下の4点 がね らいとしてあげられている35。す
なわち、「一 身近な動植物 を愛護 し、自然に親 しむ。」
「二 身近な自然の事象などに興味や関心をもち、自










解 させなければな らない」36とい うように、幼児の知
識理解に関わ る項 目がみられた。一方、幼稚園教育要
領では、「自然に親 しむ態度や 自然に対す る感動の芽
ばえをつちか うようにす る」 「幼児の発達に応 じた考
察力や理解力 を養 うようにす ること」37な ど、それほ
ど知識理解には重点がおかれていないことがわかる。
その後、25年 ぶ りの改訂によって、領域 「自然」は
「社会」とともに新 しい領域 「環境」に組み込まれて
いった。「環境」のね らいは、以下の三つである。









児の主体的な活動を促 し幼児期にふ さわ しい生活が展
開され るようにす る」38ことが幼稚園教育の基本の第
一番 目にあげ られているのである。基本は3点 あげ ら
れてお り、それに基づいて領域 「環境」が果たす役割
は、「自然や社会の事象な どの身近な環境に積極的に








もたちの周 りをとりまく 「環境」を領域 として設定し
たと推測することができよう。
このよ うな過程を経て、現行の幼稚園教育要領に至




(2)身近な環境に自分からかかわ り、親 を禁6ん だ
















遷 しなが らも、自然事象や動植物を観察す る活動を中
心 とし、具体的に見た り体験 した りすることを通 じて、
感覚的に自然をまず とらえるとい うことに力点がおか
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